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特別講演
1.実験動物とのつき合い
妹尾左知丸 (垂井医学研究所所長)
講演内容は本誌の特別講演要旨(p.2-4)に掲
載していますので参照して下さい｡
2.原爆放射線がもたらした災害
-レントゲンからチェルノブイリまで-
阿波 章夫 (放射線影響研究所)
1895年にレントゲンが最初にX線を発見して以
来わずか一世紀に満たない間に,放射線がもたら
した利益と損失はともに測り知れないものがある｡
レントゲン後わずか3年でラジウムを発見したキ
ュー リー 夫人の命を奪ったのは放射線が誘発した
と思われる痛であったことは歴史の皮肉でもあり,
悲劇でもあろう｡いずれにしろ,原子力放射線の
プラス面は,疾患に対する正確な診断と癌などの
治療であり,かつエネルギー源がある｡ また,マ
イナスは過剰被曝による癌発生率の増加や遺伝障
害の可能性が予測されることにある｡ 核兵器はマ
イナスの最たるものであろう｡
1945年8月,広島と長崎の上空で作裂した二発
の原爆エネルギーは爆風,熱線および放射線を発
生して人類史上に例をみない大災害をもたらした｡
その中でも放射線はさまざまな障害を人体に誘発
し,その影響は今日もなお観察されている｡ 本報
告では40年に及ぶ原爆放射線に関する影響調査の
結果を角度を変えて検討してみたい｡
注目すべきことは,本年4月末に発生したソ連
チェルノブイリ原発の事故がある｡ 現在までに判
明した範囲内では,この事故被曝によって,放射
線急性障害に伴う死亡がすでに数十名に達し,致
死線量以下の被曝者には将来癌死亡率の増加が確
実に見込まれる状況にある｡
人類の将来において先史時代の動植物に根ざす
石炭 ･石油というエネルギーに替 りうるものを,
放射線をもたらす原子力に仰 ぐべきか ?とすれば,
人類の叡知は先例に学んで同じ過ちを二度と繰返
さないのか ?広島平和公園の碑文はこの二つの疑
問を我々に改めて投げかけていると思われる｡
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昭和61年12月6日(午後2時から,㈱林原生物化
学研究所藤崎研究所の会議室において,栗本雅司
所長ならびに佐藤芳範次長のお世話で開催された｡
本会は佐藤芳範先生の司会で進められた｡はじ
めに栗本雅司所長から開会の御挨拶があり,その
徳,特別講演に移った｡
特別講演は,京都大学医学部の山田淳三教授に
よって｢実験動物におけるGeneticMoniteringの
意義と役割｣の演題で行なわれた｡
この特別講演の座長は猪 貴義教授が担当され
た｡実験動物,特にマウス,ラットでの遺伝的モ
ニタリングの重要性さらには標識遺伝子検索のた
めの最近の分析方法等について大変興味のあるお
話を拝聴することができた｡この講演内容は本誌
5-9ページの特別講演要旨に記載しているので,
参照して下さい｡
特別講演終予後,休憩を約20分間とった後,辛
務局の倉林 譲常務理事,続いて永井 寮常務理
辛,沖垣 達理事からそれぞれ報告があった｡こ
れらの報告事項を列記すると,①役員の改選につ
いて,②事務局の移転について,③第5号岡山実
験動物研究会報の発行について,④次期(第13回)
研究会の開催場所について,⑤本研究会の英文名
について,等であった｡この詳細な内容について
は昭和61年度役月会報告に記したので,御参照下
さい｡
報告終了後,直ちに一般講演が行なわれた｡演
題数は3題であった｡第1の演題は ｢スンクスの
歯の発生｣で,岡山大学歯学部口腔解剖学第1講
座の近藤信太郎先生が発表された｡第2の演題は
｢DietaryFiberについて｣で,ノー トルダム清心
女子大学の中永征太郎先生が発表された｡第3の
演題は ｢自動水洗ラックを用いた小動物の大量飼
育｣で,林原生物化学研究所藤崎研究所の佐藤芳
範先生が発表された｡
座長は,第 1の演題については矢部芳郎先生が,
第2の演題については永井 寮先生が,第3の演
題については沖垣 達先生がそれぞれ担当された｡
研究会終了後,岡山郵便貯金会館3階｢寿の間｣
にて懇親会が行なわれたo約20名の参加者があり,
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和気諸々のうちに会員相互の親睦を深めた｡最後
に会の益々の発展を祈念して散会した｡
一般講演の要旨は,以下に示した通りである｡
1.スンクスの歯の発生
近藤信太郎 (岡山大学 ･歯学部)
最近,食虫目の実験動物として注目されている
スンクス(Suncusmurinus)の歯の発生を観察し,
歯の形態形成について検討した｡
胎齢23-29日の胎仔頭部の連続組織切片より大
臼歯歯膳の復構模型を作製し,三次元的観察を行
なった｡なおスンクスの妊娠期間は約30日とされ
ている｡
① 上顎大臼歯
第一大臼歯,第二大臼歯ともに頬側の形成が早
く,舌側の形成は遅れる｡ 第一大臼歯では頬側の
うち遠心部が,第二大臼歯では近心部が早く形成
される｡ この第一大臼歯と第二大臼歯の発生のパ
ターンの違いは,完成した歯では第一大臼歯の方
が第二大臼歯より遠心頬側部の発達が良好である
という形態の差異によって説明できる｡
第一大臼歯,第二大臼歯ともに頬側にある2つ
の噴頭は発生初期より高く尖っているが,舌側の
嘆頭は初期には広くなだらかであったものが発生
が進むにつれて高く尖ってくるようになる｡
② 下顎大臼歯
下顎では第一大臼歯と第二大臼歯の間で発生の
パターンの違いは認められない｡下顎大臼歯は近
心根側部より形成がはじまり,遠心部の形成は遅
れる｡
③ 上 ･下顎大臼歯の比較
上顎大臼歯の発生は頬舌的,すなわち歯の厚み
が大きくなる方向に進み,下顎大臼歯では近遠心
的,すなわち歯の幅が大きくなる方向に進む｡
今後さらに個体数を多くし,組織学的なデータ
ーを追加して総合的に歯の発生を分析していく必
要があろう｡
なお今回の研究に用いたスンクスの胎仔は名古
屋大学環境医学研究所 ･織田銑-先生より提供し
ていただいたものである｡
2.Dietaryfiberについて
中永征太郎
(ノー トルダム清心女子大学 ･家政学部)
食餌中の難消化成分 (Dietaryfiber:Df)の予
在意義について,食餌密度の調整という面からDf
の効果を捉えようとした｡
1.食後の血糖値上昇抑制効果 :糖の腸管吸収
に対するDfの影響を知るため,絶食時のウサギに
グルコース食と,それにセルロースを添加した食
餌を与えた｡その結果,セルロース添加により,
最高血糖値を低 く保ち,糖の吸収を遅延させた｡
2.食餌中の不消化物量と粗繊維 :Dfの給源で
ある野菜 ･海藻について,不消化物量を推定する
ための方法として,自ネズミにより糞便中の有機
物量と粗繊維摂取量との比を不消化物換算係数と
してあらわした｡その結果,野菜については2-3
倍,海藻では約9倍となった｡
3.消化管内容物の胃腸通過時間と糞便水分含
量 :米糠からDfを抽出し,繊維を含まない基礎飼
料にDfを1-10%の範園で配合し,白ネズミに与
えたところ,3%以上のDf添加により,胃腸通過
時間は短縮し,糞便水分含量は高まった｡また海
藻についてもほぼ同様な結果となった｡
4.食餌制限の効果 :食餌中のDfは食餌容積と
密度に関与している｡Dfによる食餌密度の低下に
対して,ある程度までは摂食量を増し生体の必要
量を満す｡そのために,質的制限と量的制限を併
周することにより減量効果が顕著になった｡
5.摂取エネルギー･粗繊維比 (E/F比):食餌∫
密度の指標をE/F比にもとめ,日常食の実態につ
いて調査したところ,その範囲は600-800kcal/g
であった｡
6.粗繊維の給源と食餌密度 :日常食における
粗繊維の主な給源,穀類,野菜,豆 ･種実,キノ
コ･イモ類,菓子類,海藻類であり,その摂取量
は,季節的な影響をうけ,とくに夏季に減少し,
E/F比は高まる傾向にあった｡
7.Foodbulkについて :食事調査からもとめ
た食事のFoodbulk (有機物)は340-400g/日で
あり,このうち2-5gが粗繊維であった｡この
場合のFoobbulk1gあたりの熱量は4-6kcal
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であり,E/F比は500-1,200となった｡
以上,動物実験と食事調査により得られた結果
について報告する｡
3.自動水洗ラックを用いた小動物の大量飼育に
ついて
佐藤 芳範 (㈱林原生物化学研究所)
我々は,いわゆる-ムスター法によるヒト細胞
の大量増殖技術を確立し,種々の生理活性物質の
生産を行っている｡IFN･αについては,臨床試験
が終り,昨年9月には製造承認申請を済ませ,冒
下,吉備高原テクノポリスに製薬工場を建設中で
ある｡
工場建設に当り検討してきた工程の省力化,省
エネ化.自動化のうち,-ムスターの飼育関係に
限って報告する｡
検討の対象は,飼育室構造を含む空調方式につ
いてである｡ 即ち,水洗ラック,自動給餌機,空
調制御方式と,それらの組合せの検討であった｡
試験的に導入したベル ト式水洗ラックで検討を
始め,床敷飼育方式との比較で認められた欠点に
ついて改善を試み,水洗ラ､ソク方式での大量飼育
の可能性を模索した｡その中からいくつかについ
て紹介する｡
1.ケージ形状の改良
居住性を考え,叉-ムスターの習性から四隅の
み穴があり糞尿処理機能を持つ,ケージの出入れ
せず給餌の出来る外箱方式である｡ ケージ内に仕
切り板を入れる事により巣づ くりを容易にした0
2.ラック形状の改良
単位容積当りのケージ収容数を増した｡使用水
量の少ない構造とした｡背面排気方式により作業
環境を改善し,風量の削減を計った｡自動給餌機
が設置可能な形状とした｡
3.空調制御方式についても検討し,地下飼育
室の導入と併せて,空調動力の省力化について検
討した｡ これらの検討結果は来春稼動予定である
吉備製薬工場の施設に取 り入れられている｡
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昭和62年3月30日(日)午後2時から,岡山大学
医学部臨床講堂において永井 席先生 (歯学部)
のお世話で開催された｡本会は発生工学懇談会と
岡山バイオ懇談会 との共催で行なわれた｡
この会では,京都嘗 (先端技術部門)を受賞さ
れたフランスのニコル ･M ･ル ドワラン教授 (フ
ランス科学振興機構発生学研究所所長)をお招き
して,岡山フォーラム ｢生物のかたちづ くりの謎
をとく｣-発生工学への道-が催されたO
ル ドワラン教授の講演に先だって,竹市雅俊教
揺 (京都大･理)から,｢細胞をよりわける分子と
動物のかたち作 り｣の賛助講演が英語でなされた｡
その講演は動物のかたちを構成する細胞の機能,
しくみに関する大変興味深い内容であった｡
10分間の休憩後,医学部長小田啄三先生の御挨
拶があった｡その後直ちに,ル ドワラン教授の講
演に移った｡ニワトリとウズラ間のキメラ動物の
作出という新 しい技術を用いて,高等動物の発生
のメカニズム特に神経系と免疫系の発生機構を解
明した内容について詳細に話され,膳の発生機構
に興味を持つ聴衆者に大変深い感銘を与えた｡
昭和61年度役員会報告
昭和61年度内には,下記の2回の役員会が持た
れた｡
第1回役員会
昭和61年9月13日(土)13:00-13:50まで,重
井医学研究所3階図書室において開催された｡
議題ならびに討議内容は下記の通りである｡
①昭和60年度会計報告について---昭和60年度
(4月20日～12月28日)の会計報告の監査を中江
利孝,高橋正惰両監事にお願いしたところ,昭和
61年5月8日に御承認を得た｡
②研究会々員ならびに賛助会員の動向について-
昭和61年6月末日現在で97名の会員となり,同年
9月13日現在で岡山県立短大生物学研究室の伊藤
国彦先生,琉球大学医学部附属動物実験施設の小
杉忠誠先生の2名が会員になられたので,会員は
99名となった｡
岡山県内会員は38名(38.4%),県外会月は61名
(61.6%)となり,県内会員は県外会員を下まわ
